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7月18日、菅平高原で母子家庭などの子供さんを対象に 、市長が「一日おとうさん」になりました。

(関連記事4へージ )写真はジャンケンゲームをする皆さんと水針市長 (左端j
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第 7回部落差別 をなくす市民大行動ー

浅間山ろく広域農道上回市関係分が完成・・

市長が 「一 日おとうさん」・・ーー・・

57年度結核レントゲン検診日程表

あなたの国民年金⑪・-

三種悦合予防接待...ーー

「障害者作品展」と「福祉の心を育てる大行進」ー・
おくやみ・...

主な内容
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第7回部落差別をなくす市民大行動

えつ広報

みんなで部落差別の解消を

七
月
十
五
日
、
部
落
の
完
全
解
放
を

目
指
し
て
、
上
回
市
ほ
か
六
団
体
の
主

催
で
「
第
七
回
部
落
差
別
を
な
く
す
市

民
大
行
動
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
五
十
六
団
体
を
含
む
二
千

余
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
主

催
者
側
か
ら
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
永
野

市
長
は
、
「
今
年
は
、

『同
和
対
策
事
業

特
別
措
置
法
』
に
代
わ
る

『
地
域
改
善

対
策
特
別
惜
置
法
』
施
行
の
初
年
度
に

当
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
行
政
の
総
力
を

結
集
し
て
同
和
対
策
事
業
や
地
域
く
る

み
の
同
和
教
育
を
推
進
し
、
部
落
差
別

撤
廃
の
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
力
強
く
訴
、
え
ま
し
た
。
こ
の

あ
と
、
市
民
代
表
の
方
か
ら
体
験
発
表

一

が
あ
り
、
次
い
で
「
た
ち
き
ろ
う
差
別
一

の
根
家
庭
で
職
場
で
近
隣
で
」
「
人
権
意

一

識
を
た
か
め
人
権
尊
重
の
輸
を
ひ
ろ
げ

一

ょ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確
認
が
一

行
わ
れ
、
宣
言
文
を
満
場

一
致
で
決
議

一

し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
参
加
者
全
員
が
三
つ

一

の
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
中
心
街
を
行
進

一

し
、
部
落
差
別
の
完
全
解
消
を
訴
、えま

一

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
一

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。
こ
の
大
会
の

一

意
義
を
地
域
や
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
、
.

さ
ら
に
拡
大
浸
透
し
て
い
た
だ
き
た
い

一

と
思
い
ま
す
。

一

0

・

た
一
l
u

一

宇
品
一

、ぇ一
訴
・
ト」一
J

一

を
一

山

問

自

解
一
の一
期
一
差
一
落
一
部
一
で
一
な
一
ん
一
み
一
「

ト
+AF
・

者
一
n
M
-

a明

H

.

参
・

浅
間
山
ろ
く
広
域
農
道

宣

言

文

人
聞
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
平
等
で
あ
っ
て
、
人
権
は
国
民
等
し
く
尊
重
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
民
主
主
義
の
基

底
で
あ
る
。
戦
後
わ
が
国
は
め
ざ
ま
し
い
変
化
を
遂
げ
、
政
治
め
民
主
化
が
進
ん
だ

ば
か
り
で
な
く
、
経
済
の
高
度
成
長
を
基
盤
と
し
て
、
社
会
、
経
済
、
文
化
の
近
代

化
が
大
き
く
進
展
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
落
問
題
は
今
日
な
お
未
解
決
の
ま
ま

と
り
残
さ
れ
て
お
り
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
緊
急
な
国
民
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
十
年
の
時
限
を
も
っ
て
制
定
さ
れ

た
〔
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
は
、
法
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
そ
の
後
三
年

間
の
延
長
を
み
た
も
の
の
、
本
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
失
効
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
国
を
挙
げ
て

の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
に
至
る
も
所
期
の

目
的
を
達
成
し
得
ず
、
改
め
て
過
去
十
三
年
間
に
わ
た
る
成
果
を
踏
ま
、
え
つ
つ
、
な

お
残
さ
れ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
五
年
の
時
限
を
も
っ
て

「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
、
新
た
な
観
点
を
加
、
え
た
施
策
が
更

に
引
き
続
き
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

上
田
市
に
お
い
て
も
、
市
民
代
表
を
も
っ
て
組
織
し
た
「
上
田
市
同
和
対
策
事
業

推
進
委
貝
会
」
を
中
被
と
し
て
、
同
和
対
策
事
業
と
同
和
教
育
の
推
進
に
私
極
的
な

努
力
を
は
ら
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
同
相
地
区
の
環
境
は
逐
次
改
善
さ
れ
、
市
民

へ
の
同
和
教
育
の
民
透
は
年
ご
と
に
拡
が
り
と
深
ま
り
を
み
せ
て
い
る
し
か
し
、

い
ま
だ
実
態
上
の
改
善
を
要
す
る
事
業
を
残
す
一
万
、
差
別
事
象
の
発
生
も
あ
と
を

絶
た
な
い
こ
と
は
き
わ
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

本
日
こ
の
集
会
に
際
し
、
人
聞
が
人
聞
を
差
別
す
る
こ
と
の
不
当
さ
、
人
聞
が
そ

れ
ぞ
れ
の
自
由
と
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
大
さ
を
、
改
め
て
深
く
心
に
銘
す
べ

き
で
あ
る
封
建
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
長
年
に
わ
た
り
、
生

き
る
自
由
を
抑
、
手
句
れ
、
せ
一
民
別
の
長
圧
に
市
し
み
続
け
て
き
た
一
部
の
同
胞
の
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
は
今
や
実
践
こ
そ
肝
要
で
あ
り

単
な
る
知
的
理
解
に
と
ど
ま
る
限
り
、
差
別
撤
山
崎
の
力
と
な
り
併
な
い

"
市
民
の
.

人
一
人
が
内
ら
の
行
動
を
泊
し
て
実
践
す
る
こ
と
こ
そ
急
務
で
あ
る
。

よ
っ
て
本
日
こ
こ
に
市
民
間
体
な
ら
び
に
聞
係
行
政
機
関
あ
げ
て
「
部
活
差
別
を

な
く
す
市
民
大
行
動
」
を
催
し
、
参
加
者
一
同
進
ん
で
市
民
の
先
叫
に
立
つ
べ
く
、

集
会
を
聞
く
と
と
も
に
、
行
動
を
通
し
て
部
活
差
別
の
撤
廃
を
全
市
民
に
兵
、
え
る
も

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
行
動
を
今
日
一
日
に
し
て
終
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
全
市

域
、
令
女
嵯
に
向
け
て
拡
大
一
日
透
さ
せ
る
た
め
、
部
必
定
別
撤
山
崎
の
念
願
を
こ
的
て
、

わ
れ
j
れ
人
人
か
そ
の
川
町
動
力
と
な
る
こ
と
を
改
め
て
決
を
す
る
も
の
で
あ
る

H
M
ト
ム
コ

R
Z
u
T
b

防司・自
E
H
叫
十
・
十
M
A
t
千
七
日
a
4
1
k
r目

器に
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浅
間
山
ろ
く
広
域
農
道

上
田
市
関
係
分
が
完
成

だえつー (3)一一一一 昭和57年8月1日 広報

浅間山ろく広域農道上田市関係分の最後の区聞が完成(小井田付近)

上
田
市
|
軽
井
沢
間
約
二
十
七
キ
ロ

川
を
結
ぶ
「
浅
間
山
ろ
く
広
域
農
道
」

の
上
田
市
関
係
分
の
残
り
約
一
・
五
キ

ロ
日
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
七
月
九
日

に
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
上
田
市
関
係
分
は
、
県
営
上

回
球
場
西
側
か
ら
東
部
町
栗
林
ま
で
の

約
四

・
八
キ
ロ
灯
す
べ
て
完
成
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
上
田
市

の
国
道
一
四
四
号
線
!
東
部
町
の
菅
平

有
料
道
路
間
約
十
キ
ロ
灯
が
部
分
開
通

し
た
こ
と
に
な
り
、
地
域
農
業
経
営
の

近
代
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
と

も
に
、
同
由
民
道
と
ほ
ぼ
平
行
に
走
る
国

道
一
八
号
の
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
国
道
一
八
号
線
と

の
交
差
点
に
当
た
る
川
原
柳
付
近
は
、

か
な
り
車
が
集
中
す
る
も
の
と
予
想
さ

れ
、
市
と
し
て
は
周
辺
の
市
道
を
拡
幅

す
る
な
ど
対
策
を
進
め
る

一
方
、
交
差

点
一
帯
の
抜
本
的
対
策
に
つ
い
て
県
に

強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

、、
U
千
重
さ
A
つ
E

一E
に
し
て
終
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
金
行

加
一

域
、
全
家
庭
に
向
け
て
拡
大
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
部
落
差
別
撤
廃
め
念
願
を
こ
ん
て
J

参
一

わ
れ
わ
れ
一
人
一
人
が
そ
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
改
め
て
決
意
す
る
も
の
て
あ
る
。

以
上
宣
号
一
目
す
る
。

昭
和
五
十
七
年
七
月
十
在
日

空き缶は回収容器に
近
年
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

空
き
缶
の
散
乱
防
止
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
市
で
は
衛
生
推
進
協
議
会
の
ご
協

力
を
得
て
、
空
き
缶
回
収
容
器

(
写
真
)

を
城
下

・
川
辺
地
区
な
ど
の
空
き
缶
が

捨
て
ら
れ
や
す
い
道
路
ぞ
い
に
設
置
し

ま
し
た
。
空
き
缶
は
持
ち
帰
る
か
、
近

く
の
回
収
容
器
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、

回
収
か
ご
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
自
動
販
売
機
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
自
動
販
売
機
設
置
業
者
は
、
必

ず
回
収
か
ご
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

限りある水を大切に

水の週間・ 8月 T 日~7日

年間を通じて水の使用量が最も

多いのは夏です。水は、健康で文

化的な国民生活や健全な産業活動

を支えていく上で、大きな役割を

果たしています。

8月 1日から 7日までの 1週間

は「水の週間」。この機会に水を見直

し、水についての理解を深め、限

りある水を大切に使いましょう 。
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市
長
が
「

日
お
と
う
さ
ん
」

菅

平
高
原

歓
:::L 
戸ヨ

母
子
家
庭
な
ど
の
子
供
さ
ん
を
対
象
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
お
兄
さ
ん
や

に
、
市
長
が
二
日
お
と
う
さ
ん
」
に
お
姉
さ
ん
と
す
ぐ
に
仲
良
し
に
な
っ
て
、

な
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
遊
ぽ
う
午
前
中
は
ゲ
ー
ム
に
午
後
は
ス
イ
カ
割

と
い
う
催
し
が
、
ま
ず
ま
ず
の
天
気
に
り
や
芝
ソ
リ
に
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご

忠
ま
れ
た
七
月
十
八
日
、
菅
平
高
原
で
し
ま
し
た
。

聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
選
以
来
初
め
て
子
供
た
ち

初
め
少
し
緊
張
ぎ
み
だ

っ
た
子
供
た
と
交
流
す
る
機
会
を
も

っ
た
永
野
市
長

ち
も
、
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
長
野
大
は
、
「
な
る
べ
く
多
く
の
子
供
た
ち
と
遊

目
、

えつ広報

び
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
い
っ
し
ょ

に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
勝
ち
抜
き
ゲ
ー
ム
な
ど

に
興
じ
て
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム

の
合
間

に
は
、
女
の
子
に
「
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お

じ
ち
ゃ
ん
」
と
ま
つ
わ
り
つ
か
れ
、
大

き
な
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

日)
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伝田将久くん
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ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ

1
ム
が

お
も
し
ろ
か
っ
た

ーー
ー
何
が
お
も
し
ろ
か

っ
た
か
な
。

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
負
け
た
人
が
勝

っ
た
人
の
後
に
つ
い
て
、
ど
ん
ど
ん
つ

な
が
っ
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
、
ぼ
く
は
半

分
く
ら
い
勝
っ
た
。
勝
つ
と
後
に
人
が

中村千賀子さん
(西小学枝2年〉

ス
イ
カ
割
り
が

お
も
し
ろ
か
っ
た

ー

l
何
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
か
な
。

み
ん
な
お
も
し
ろ
か
っ
た
け
ど
、
ス

イ
カ
割
り
が
特
に
お
も
し
ろ
か

っ
た
。

ス
イ
カ
ザ
訓
リ
ゃ
る
の
は
初
め
て
だ
け
ど
、

割
れ
ち
ゃ
、
フ
と
ま
ず
(
な
っ
て
し
ま
、
ヲ

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
お
も
し
ろ
か

っ

た。
ー

l
ス
イ
カ
割
り
は
、
う
ま
く
当
た

っ
た

か
な
。

海
辺
で
は
ス
イ
カ
割
り
を
し
た
こ
と

が
あ
る
け
ど
、

山
で
や
る
の
は
初
め
て
。

あ
と
も
う
少
し
と
い
う
と
こ
ろ
で
当
た

ら
な
か
っ
た
。

(
お
母
さ
ん
か
ら
一
言
)

前
回
は
時
間
に
追
わ
れ
て
ゆ
っ
く
り

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
大
変

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
空
気
の
い
い
と
こ
ろ
で

遊
べ
て
子
供
た
ち
も
満
足
し
た
よ
う
で

し
た
。

の
で
、
力
を
ぬ
い
て
当
て
た
。

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ

l
ム
を
や
る
グ
ル
ー

プ
に
分
け
た
と
き
、
市
長
さ
ん
と
同
じ

グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
市
長
さ
ん
と
手
を

つ
な
げ
て
う
れ
し
か

っ
た
。

|
|
芝
ソ
リ
は
う
ま
く
で
き
た
か
な
。

二
回
目
だ
か
ら
う
ま
く
で
き
た
。
ス
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ね
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57年度結核レントゲン検診日程表(8月17日""10月4日)
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次の とおり結核レントゲン検診を実施しますので、最寄りの会場で受診しまし ょう

月日 検診会場 対象 地 区 検 診 時間 月日 検 診 会場 対 象 地 区 険 診時間

赤 坂 公民館 赤 坂 前9: 30-10 : 10 小 牧公民館 牧 円ij9 : 15-10: 15 

岩 清水公民館 岩 清 水 10: 40-11 : 10 
2月8 3 
三好 町 会館 好 町 10 : 45 -12 : 00 

長入公民館 長 入 11 : 40-12 : 0。 須 川 集荷所 手頁 )11 後1: 30 -1 : 45 
日

月8 
大 白 木公民館 大 日 木 後1: 30-2 : 00 (月) 朝日ヶ丘児 童 館 朝日ヶ 丘 2 : 15-2 : 45 

森公民館 森 2 : 30-3 : 00 中 村自 治 会館 中 村 3 : 15-4 : 00 
17 

千曲 町 集会場 千 曲 町日 矢沢公民館 矢 沢 前9: 30-10 : 00 円ij9: 30-10: 30 
(刈
下郷 公民館 下 ~~ 10 : 30-11 : 00 中之条公会 堂 中 之 条 10: 45-12・15

市 豊殿支所 { 邑 之 上 11 : 30-11 : 45 
月8 
御所公会 堂 御 所 後1: 45 -3 : 00 
24 

漆戸公民 館 i奈 戸 後1:15-1:45 日 )11 辺町会館 )11 辺 町 前9: 30-11 : 00 

中 吉 田 公民 館 中 吉 回 2 : 15-3 : 00 
(火)
春原外科医院前 )11 辺 町 後12・30-2 : 00 

林之郷公民館 キ本 之 第F 円ij9 : 30-10 : 00 長池食堂様 倉 升 2 : 30-3 : 30 

桜台学童会館 桜 4EA 3 10: 30-11 : 00 上野一司さん毛削 泉田山口 即T9 : 30-9 : 45 

農協豊里事業所 井 田 11 : 30-12・。。 下半過集会場 下 半 過 10: 00-10: 15 

1月8 8 
町 吉 田 公民館 町 '5 回 後'1: 30-2 : 00 半過区民会館 上 半 過 10:30-11:00 

下 吉 田 公民館 下 =ロと 田 2 : 30-3 : 00 
月8 
泉国南生産部振変興大豆セ等ンタ ー 福 回 11 : 30 -12 : 00 

日
(利 国分公民館 国 分 前9: 30-10 : 30 吉田公民館 '5 回 後1: 30-2 : 30 

25 
黒坪公民館 里 坪 11 : 00-11 : 30 日 築地火の見下 築 地 3・00-3 : 45 

みすず台北第 1集会場 みすず台北・ 南 後1: 00-2 : 00 
(材
下之条集荷所 下 之 条 前9: 30-10・30

下青木公民 館 下 青 木 2 : 30-3 : 00 上 田 原自治会館 上 回 原 11 : 00 -11 : 30 

梅がl丘自治会集会場 梅 が 丘 前9:30-10:00 東築 地 公会堂 東 築 地 後1: 00-1 : 30 

上青木公民館 上 青 木 10: 30-11 : 00 神 畑遊園地 神 畑 2 : 00-3 : 30 

月8 
久保林公民館 久 保 中本 11 : 30-12 : 15 下小島第 5班作業所 下 島 前9: 30-10 : 00 

下堀火の見下 下 堀 後1: 45-2 : 30 イ呆野公民館 イ呆 割' 10: 30-11: 30 
19 
日 上堀公民館 上 堀 3 : 00-3 : 30 上小島公民館 上 島 後1: 00-1 : 30 
(村
上沢公民館 上 沢 前9: 30-10 : 15 

2月8 6 
下 本郷公民館 下 本 怨F 2 : 00-2 : 30 

岩下公民館 正山王 下 10: 45-11 : 30 東五加公民館 東 五 力日 3 : 00-3 : 30 
日

大屋公民館 大 屋 後1: 00-3 : 00 (ね 八木沢公民館 八 木 沢 前9: 30-10: 30 

西野竹自治会館 西 野 竹 円ij9 : 30-10 : 00 舞回公民館 舞 回 11 : 00 -11 : 45 

岩門公民館 岩 P~ 10:30-11:0。 学海南自治会館 学海北 ・学海南 後1: 15-2 : 00 

笹井公民館 笹 井 11 : 30-12 : 00 中 野公民館 中 野 2 : 15-3 : 00 

月8 
野竹公民館 野竹 後1: 30-2 : 00 五 加 公民館 五加 円tr9 : 30 -11 : 30 

20 
富士見台現地案内所 富士見台 2 : 30-3 : 00 

2月8 7 

社会福祉 セ中塩ン田タ事ー業所 五 加 後1: 00-1・45

日 畑農山地業生区産合理化施設 畑 山 前9・30-10:00 上 本郷公民館 上 本郷 2・15-3 : 00 
住谷
伊 勢 山 火の見 下 伊 勢 山 10 : 30 -11 : 30 日 相 染閣 分去・大湯・院内 前9: 30-11 : 30 

吉池プラスチック工業 {手 勢 山 f圭1: 00-1 : 30 幽 日 影 公民館 上 手 後1: 00-1 : 30 

神 科新屋作業所 神 科新屋 2 : 00-2 : 30 野倉公民館 野 倉 2 : 15-2 : 45 

金井公民館 金 井 3 : 00-4 : 00 
月8 
下之郷公民館 下之郷 円tr9 : 30-11・00

2月8 1 
蛇沢作業所 蛇 沢 円ij9: 30-10: 15 下 之 郷分館 下之郷新田・ 桜 11: 15-11: 40 

28 

日
染屋公会堂 染 屋 10: 45-11 : 30 日 十 人公民館 十 人 前9: 30-10・00

は) 諏訪形公会堂 諏 訪 形 9 : 30-11 : 30 
仕)
西塩 田 会館 塩 田 新 町 10 : 30-11 : 30 

月内 神科北部刷転作葺促進 山 ロ 月ij9: 30-10: 30 
月8 
柳沢公民館 相P 沢 前9:30-10:00セ ン ター

23 大久保公民館 大 久 保 11 : 00-12 : 00 
30 
鈴子公民館 鈴 子 10:30-11:15 

日金 剛 寺公民館 金 岡リ 寺 後1: 30-2 : 00 日 平井寺公民館 平 井 寺 11:45-12・15

開) 長島自治会館 長 島 2 : 30-3 : 30 
明)
奈良尾公民館 奈 良 尾後1: 45-ぶ丘

受診察といっしょに保管しておきましょう。



広報うえだ 昭和57年8月1日一一一 (6)ー

月日 検診会場 対象地区 検診時間 月日 検診会場 対象地区 検診時間

3月日80 下組公民館
下 車且 前 9: 30-10 : 15 月9 泉 町 会館 泉 町 iiii9 : 30-10: 00 

徒出 してよ 中組公民館 中 キ且 10: 45-11 : 45 8 踏入公会堂 踏 入 10: 30-11: 30 
われてい奇 un 東塩田老人集会場 石 神 fl1 : 15 -2 : 15 

日
付d 上回西武駐車場 北 天 神町 後1: 00-2 : 30 

グ〉戸斤 f~手が
山 回停留所 山 回 円リ 9: 30-10 : 00 

月9 9 
富島ガ ラ ス庖前 下川原柳町 前9: 30-10 : 15 

とになっc; 社会福祉西セン田ター 手 塚 10: 30-11 : 00 上川原柳町公会堂 上川原柳町塩事業所 10: 45-12 : 15 

手塚公民館 手
日

塚 11 : 15-12: 00 や村 海野 町 会館 海野町・袋町 後，1: 45-2 : 45 

月8 西前 山 公民館 西 前 山 fl1: 30-2 : 15 
1月9 0 
上常国公会堂 上常国 前9: 30-11 : 00 

前 山 会館 東 前 山 2:45-3:15 東部地区防災センター 中常国・下常国 11 : 15-12: 15 

3日1 入 組事務所 前9: 30-10 : 00 
日

入 組 幽 北 常 田公 会堂 北常田・横町 後 1: 45-3 : 00 

ω室貨基幹集落センター 中 車且 10 : 30 -11 : 00 
出% 
内山整骨院駐車場 産業通り 円iJ9: 30-10 : 15 

原 組事務所 原 組 11:30-12:0。 {動く婦人の家 材木町 10: 30-11 : 45 

旧室賀支所 本組・上手組 後 1: 30-2 : 00 
月9 
稲荷神社 北大手 前9: 15-10: 00 

下室賀生活改善センター 田中組・神宮寺組 2 : 30-3 : 00 南 天 神町 公会堂 南天神町 10: 30-11 : 45 

横 山作業所 横 山即19 : 30 -10 : 00 
13 
日 鷹匠 町 公会堂 鷹匠町・本町 fl1 : 15-2 : 00 

小 泉区民会館 町 泉 10: 30-11 : 15 (月) 市役所南庁舎前駐車場 松尾町・末大広手町町・ 2 : 30-3 : 30 

日 向区公民館 日 向 11 : 45-12 : 15 都合で検診できなかった人は、 下記で

月9 平日合消防庫前 和合 後 1:45-2:15 受けてください

岳 の組公民館 岳の組・ひばりヶ丘 2 : 45-3 : 15 月9 市 豊殿支所豊殿 地区前10:00-10 : 30 

日 仁 古田公民館 仁古田 前9: 30-10 : 15 町吉田公民館 1/ 11 : 00 -11 : 30 

休i岡 公民館
27 

岡 10: 45-11 : 45 日下青木公民館神川地区後 1: 00-1 : 30 

藤 之木自治会館 藤 之 木 後 1: 15-1 : 30 開) 神川地区 公民館 11 2 : 00-2 : 30 

浦 野公民館 j甫 野 2 : 00-2 : 45 月9 東塩田老人集会場 塩田地区 前10:00-10:30

越 戸公民館 越 戸 3 : 00-3 : 30 西塩田会館 1/ 11 : 00 -11 : 30 

収入力、少なl 浮 世 の湯 駐 車 場 鎌原 ・西 脇 前9・15-10:15 
28 
日 相 染 閣 1/ 後，1: 00-1 : 30 

った、病対 新 町公会堂 新 町 10: 45-11 : 30 (刈 塩田母子健康センター 11 2 : 00-2 : 30 
か‘1-.1:'.て出'fJ(，

fl1・00-1 : 45 市川西支所 川西地区
6・いなど 月2 I ，取訪 部公民館 諏訪部 ・生塚

月9 
円iJ9 : 30-10 : 00 

泉平 2 : 15 -3 : 00 川西社会福祉センター 11 10: 30-11: 00 
29 

て、すぐ 附緑 が丘会館 緑が丘 前9: 15 -10 : 30 日 泉田公民館 泉団 地区 11 : 30-12 : 00 

緑 が丘北区会館 緑が丘北 11 : 00-12 : 15 や附 川辺町 会館 川辺地区 後 1: 30-2 : 00 

縁 が丘西区会館 緑が丘西 後，1: 45-3 : 00 ニ好 町 会館 城下地区 前9:30-10:00

常磐 町自 治 会館 件吊~ 磐 町 前9: 30-10 : 30 
3月9 0 
南天神町公会堂 l日 市 内 10: 30-11 : 00 

城 北自 治 会館 城 ~t 11 : 00-12 : 00 鷹匠 町 公会堂 11 11:30-12:00 

することが I ~ 北小 学 校横遊園地 f表1: 30-3 : 00 
日
東部地区防災センター 11 後 1: 30-2 : 00 新 田 (柄

リません。- I日 下 塩尻公民館 下 土昆 尻 前9: 30-10 : 15 働〈婦人の家 11 2 : 30-3 : 00 

位S塩 尻地区公民館 上 塩 尻 10: 45-12 : 00 新 町 公会堂 |日 市 内 前9: 30-10 : 00 
ませんが、・

手日 後 1: 30-3 : 30 1月0 城北自治会館 11 10: 30-11 : 00 
す 農 協秋和出張所 秋

ておくこと ω 先新 田区民会館 新田 ・柳町 円ij9 : 30 -11 : 30 1 新屋会館 11 11 : 30-12: 00 

新屋
日
新田区民会館 1/ fll : 30-2 : 00 新屋会館 9 : 30-11 : 00 樹

す。 iliJ，台、な
鹿幽荘アパート駐車場 下車甘屋町 M 9 : 30-10 : 15 鍛冶 町会館 1/ 2 : 30-3 : 00 

は年金を受 月9 水 野旅館駐 車 場 上紺屋町
10: 45-11: 30111見塩尻 地区 公民館塩尻 地区別 9:30-10:00 

金書(1も3分 下房 山 公 会堂 下房山・馬場町 後 1: 00-2 : 30 出農協秋季日出張所 1/ 10 : 30-11 : 00 

信金 裏有料駐車場 原 町 前9: 30-10 : 15 背4 金井公民館 神科地区前10:00-10: 30 
でき(納める 日

ぬける炊い (月) 岡崎ガレー ジ 丸堀 10: 45-11 : 30 上野が丘公民館 1/ 11 : 00-11 : 45 

小林ぬし庖横 木町 後 1: 00-2 : 00 11 ~)市役所南庁舎前駐車場全 市後 1: 30-3 : 00 
つては 1年

上回明!照会 上鍛田冶町町・上・房山 円ij9 : 30-10 : 30 
4ミ納Jl数か
利なわけで 月9 7 鍛冶町会館 鍛冶町 10: 45-11 : 45 

もあ盆JiiJに 見多国仁太郎さん毛駐車場 愛宕町 後 1: 15-2 : 15 
受診票といっしょに保管しておきましょう。
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8月は、福祉年金を受けている皆さんから、国民年金証書 l す。;忘れずに提出してくださし、。

15211tt訟法む立広三:?ztどo 福ff?575fLヵ訪 ;121;:uzr;i;::ia
民生委員さんが集めます 市では、この国民年金証舎の提 (保険料をかけない)ためです;

出が円滑に行われるよう、各地区の民生委員さんに回収を j ※ 本人や、その人を扶養している人などの前年の所得が

お L~.買いしています。民生委員さんは、お盆過ぎから、それ j 定められた古Ji以上あると年金が支給されな い、 lサ 、
ぞれのお宅を訪問して国民年金証書を集めますので、 8月 j います向 。 --c.，、年 つ、

55;T賢官f2Z72;ぞナ取)(郵便局!の支払い出1 ※ またJ福祉年金を受けている人が、ほかの川町[恩

ようにしておいて ください。 勾三金三i主主福祉の主旦山日マ、十 竹厚生年金、JI;.岬金なとJ
新い、支給額を書き込みます ---r~車副J:i=f年金 νノ 1民田N (.....9 をλ けている ときは、その年
提出していただいた国民年金証書には、福祉年金を受け きれいとづん決めーま手?何世Jiや釦によって支給

ている本人、その人を扶養している人などの前年め所得や r申立書J'立出しましたか 7月}5日付で、悩祉年金の受給

本人が他の公的年金を受けているかいないかその額などを j 権のある人に「公的年金受給状況 ・議渡所得のイT無申立占J

T;みよ「22;;Ttfz訪日目liAZ:ι;)、;2??ユ;;?;;fT2¥2222A;さ?;;;;
22TLすなして 10月中に民生委員さんを通して本人に; い人も見受けられます。 ご返事がないと 調台地ます国

民年金証書に新しい支給額を記入する時期に間に合わい、
国民年金証書を提出していただかないと、新しい支給額の j 場合が出てきます。申立書を出し忘れている 人は、 大至急
記入ができませんので、福祉年金の支給が止まってしまいま: お出しください

未納は損

納め忘れはありませんか 57年度の保険料は、 1期(4月・

5月)、 2期(6月・7月)と納期が過ぎていますが、保険料を

未納のままにしている人はいませんか。納め終わっていな

い人は、お手もとに未納通知に合わせて兼用の納付書(はが

きに印刷)をお送りしてありますので、至急納めてくださいの

保険料は、何期分もためてしまうと額が大きくなって納ん

にくくなってしまいますし、未納のままにしておくと~、ざ山

というときになって保障(障害・母子・準母子・遺児年金など)

が受けられない場合が出てきます。将来、年金を受ける時

期になって、 年数が不足する心配もあります。未納のある

人は、さっそく完納しておいてくださし、。

「老齢」はまったなし 若い年齢の国民年金加入者(被保険

者)の中にはいまだ若い先きがあるいとかu年数がまだある杭な

どと、保険料の納付を先きのは、しにして未納にしている人
がみられます。

しかし、年月は、そう言っている聞にもたっていき、気

がついたときには手おくれになっていて、「年金にならない!

ということになりかねません。 また、きちんと保険料を車内

め続けた同年輩の人にくらべて「年金の額」に大きな差が出
てきます。

「年をとる」ことは、だれも避けることのできないことですa

老後の生きがいと、いつ起きるかわからない事故のときの保

障に備えて、保険料を未納にしないでくださし、。

r…社会保険出張相談日一寸

貴子曲川左岸地区 第 1火曜日 3日
第 3火曜日 17日

会場一-松尾工業株式会社(川辺町)

*千曲川右岸地区 第 2火曜日 10日
第 4火曜日 24日

会場・・・上回商工会議所(大手町 )

0各会場とも午前 9時~午後 3時

0 当 日が「竺こ芝こ立こと~~J

今月は第3期分の納付月です
国民年金保険料の第 3期(8月・9月)分の納WIは、 8月31日

です。、 月はじめから心つもりをしておいて、忘れずに完納す
るょっにしてくたずさし、。

すぐ「免除」の手続きを

国民年金の保険料を納めようと努力して も、マ収入が少な

い、商売がうまくいかないとか、マ失業してし まっ た、病気

になって勤めに出られず収入がない、 家族に病人が出て出費

がかさむとか、マ片親世帯で子供が幼いため1引けないなど、
さし迫ったいろいろの事情で納められない場合カ‘あ ります。

このようなとき、だま って保険料を未納にしないで、 すぐに

次のような手続きをして将来に備えるように してください。

1.任意加入者は 保険料を未納にしてお くよりも、国民

年金からい ったん「ぬける」 ことを考えてくだ さL、。 未納の

期聞があると、将来、年金を受ける手続き をするとき 、必

要な年数の計算で「カラ期間」が少なくなり 、年金にならな

い心配があります。

いったんやめても、余裕ヵ、できたらまた加入する ことが

できますし、今まで納めてきた保険料はむだになりません。

(通算されます)

2. 強制加入者は 国民年金をぬけることはできませんが、

免除の申請を 保険料免除の制度があり ます。

これを利用して、未納の期間がないよ うにしておくこと

が大切です。保険料免除の申請は、市役所に印鑑を持って

お出かけくだされは¥時間もかからずに済みます。遠慮4
〈申請においでください。

免除の申誌が認められると、免除された期間は年金を受

けるのに必要な資格期間・年数に加え られ、年金額IJ3分

の 1は保障されます。ゆとりができたときは、10年前まで

さかのぼってその当時の保険料で納めることができ(納める

と年金傾は100%にな ります)、苦しい時期を切リぬける救い
の手です。

申請は今すぐに しかし、この申請も時期によ っては 1年

間の免除にならず、遅れると免除の期間lが制<(未納月数が
増加)なります。手続きする時期は、早いほと手付IJなわけて

す。免除を希望される人は、いますぐ、おそ くもお盆前に

は手続きをしてくださし、。

「保険料の免除」は、向分と家族のためです。ためらわすに
お出かけください。
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種

混

合
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予

防

接

種
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保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

予
防
の
た
め
、
次
の
と
お
り
三
種
混
合

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象

者
は
最
寄
り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ

〈
対
象
者
〉

一
期

:
①
五
十
五
年

一
月
一

日
か
ら
六

月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
五
十
五
年
一
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
未
接
種
の
人
(た
だ
し
、

四
歳
未
満
)

二
期
・
①
五
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十

三
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

祇園(ぎあん〕祭りガ、 7月10・刊日の雨
目、市街地の目扱き通りを中山に行われ、
大勢の市民でにぎわいましだ。 10日は午後
6時過ぎから始まり、子供みこし、大人みこ
しなど約90墓ガ所狭しとねり歩きましだ。
(写真は、気勢をあげる女みこし〕

②
五
十
三
年
七
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
二
期
が
済
ん
で
い
な

い
人
(
た
だ
し
、
五
歳
六
か
月
未

満
)

〈
接
種
内
容
〉

一
期
:
・
三

i
八
週
間
の
間
隔
で
三
回
接

種

二
期
・
:
一
期
終
了
後
十
二
か
月

1
十
八

和57年度(前期)三種混合予防接種目程表
接純日

1平FF 区

9
月
幻
白
川

I也

川辺地区

か
月
内
に
一
回
接
種

〈
会
場
な
ど
〉

左
表
の
と
お
り

〈
受
付
時
間
〉

各
会
場
と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
三
十
分
ま
で

〈
そ
の
他
〉

①
予
備
日
は
次
の
日
程
で
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー

(
市
役
所
南
庁
舎
二
階
)
で

行
い
ま
す
。

マ
十
一
月
十
八
日
同
:
・
城
下
、

川
辺
、

泉
回
、
塩
田
、

川
西
地
区

マ
十
一
月
十
九
日
幽
・:
東
部
、
南
部
、

中
央
、
西
部
、
北
部
、
塩
尻
、
神

科
、
豊
殿
、
神
川
地
区

②
百
日
ぜ
き
に
か
か

っ
た
り
、
四
歳
を

過
ぎ
て
し
ま

っ
た
り
、
一
期
を
二
回

受
け
な
い
う
ち
に
四
歳
に
な
っ
て
し

ま
う
場
合
は
、
二
種
混
合
を
受
け
て

く
だ
き
い
。
二
種
混
合
の
実
施
時
期

泉団地区の一部

(福田・吉田)

東部地区

南部地区

中央地区

塩尻地区

城下地区

泉団地区の一部(半過)

神科地区・盟殿地区

一区

区

一
区

山
也

一
山

也

山
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一

山
U

t
-
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-
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v
-
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一
立
ロ

立
口
一
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仇
n
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F

い」

E
4-
川川

弘
樹
U
v
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寸

A
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-
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象

I孟田地区

)対

日
月
日
日

ω
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市
内
大
手

一ー
l
一一ー
l
一
六

上
田
市
役
所
生
活
環
境
課
生
活
係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

叩
月
幻
日
制

日
月
初
日
同

9
月
幻
日
制

9
月
M
日
制

上田市保健
セン タ-

li~rT ，'i2防)

三好町会 館

さ
ん

応
募
締
切
日

八
月
三
十
一
臼
川

福
祉
の
心
を

は
、
五
十
八
年
七
月
、
八
月
で
す
。

③
本
年
度
か
ら
ジ
フ
テ
リ
ア
三
期
(
小

学
校
六
年
生
の
と
き
学
校
で
接
種
)

を
受
け
る
に
は
、
三
種
混
合
ま
た
は

二
種
混
合
の
一

期
及
び
二
期
が
終
了

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

④
子
供
さ
ん
の
体
温
を
計
り
母
子
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
破
傷
風
の
予

防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
の
規
定
に

よ
り
保
護
者
の
申
し
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
問
診
票
に
は
必
ず
印

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
三
種
混
合
を
受
け
て
か
ら
二
週
間
た

た
な
い
と
他
の
予
防
接
種
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

⑥
今
回
の
三
種
混
合
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
方
へ
は
、
こ
れ
か
ら
通
知
が
行

き
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
(
五
十
八
年

一
l
三
月
)
に
は
「
広
報
う
、
え
だ
」

を
見
て
お
受
け
く
だ
さ
い
。

⑦
接
種
当
日
と
翌
日
は
入
浴
な
ど
を
控

え
て
く
だ
さ
い
。

⑧
神
川
地
区
公
民
館
は
、
左
図
の
と
こ

ろ
で
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

生
活
環
境
課
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

神

絡
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
と
な
る
方
〉

上
田
市
民
で、

特
定
疾
患
医
療
を
受

キ
J

最
近
、
上
回
市
内
で
悪
質
な
ト
イ
レ

フ
ァ
ン
の
訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
が
出

て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
の
業
者
が
来
た

ら
、
身
分
証
明
書
な
ど
を
確
認
し
て
、

購
入
は
慎
重
に
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
現
金
で
代
金
を
全
部
支
払
っ

た
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
(
無

条
件
解
約
制
度
)
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

まもなくお盆「くみ取引はお早めに

例年、お盆が近づくと各家庭や事業所などの

トイレのくみ取りが集中します。業者には早め

に申し込みをされ、くみ取りが集中することの

ないようご協力をお願いします。

0お盆休業日・・ 8月13日-8月16日

なお、 8月8日(rl)は休業しません。
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例
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-三五
〆 卜十
.. -
~ 8 年
Fま七
て 月

日長日
入まカ・
れり
た十

受
講
者
を
募
集

生
活
環
境
線
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

f三

長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
消
費
生
活
上
の
基
礎
知
識
に
つ
い

て
学
例
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
事
情
で
消
貸
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
実
施
し
て
い
る
学
問
の
場
に
出
席
で

き
な
い
消
波
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

通
信
制
の
消
費
生
活
ホ

l
ム
講
座
の
受

必
生
を
募
集
し
ま
す
。

学
習
内
容
:
・
毎
日
の
消
沈
生
活
を
安
全

で
正
し
く
合
理
的
に
営
む
う
、
え
で
必

要
な
基
礎
的
知
識
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
く
解
説
す
る
と
と
も
に
楽
し

い
も
の
と
す
る
た
め
の
工
夫
を
こ
ら

し
た
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
学
習
し
ま

す
。

学
習
期
間
・
:
十
月
中
旬
1
五
十
八
年
二

月
ま
で
の
約
四
か
月

応
募
資
格
:
・
十
八
歳
以
上
で
、
消
費
生

活
上
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
学
習
意

欲
を
持
っ
て
い
る
人

応
募
期
限
・
・
・
九
月
十
五
日
附

募
集
定
員
:
東
信
地
区
で
百
人

受
講
料
・
・
・
無
料

応
募
方
法
・
:
官
製
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、
応

募
理
由
を
ご
記
入
の
う
、
ぇ
、

〒
3
8
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市
内
大
手

一
一
一

l
一
六

上
回
市
役
所
生
活
環
境
課
生
活
係
ま

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
障
害
者
作
品
展
」
と

「
福
祉
の
心
を

育
て
る
大
行
進」

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
3

社
会
福
祉
協
議
会

宮
⑫
2
0
2
5

市
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催
で
、

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
き
ん

の
協
力
を
得
て
「
心
身
障
害
者
作
品
展
」

と
「
福
祉
の
心
を
育
て
る
大
行
進
」
を
、

次
の
と
お
り
計
画
し
て
い
ま
す
。

作
品
の
応
募
と
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

心
身
障
害
者
作
品
展

と

き

:
・
九
月
四
日
出
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
五
時
、
九
月
五
日
間
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時

と
こ
ろ
:
海
野
町
会
館
・
一
階

展
示
内
容
・・・心
身
障
害
児
者
の
作
品
展

一
示
、
施
設
の
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
紹
介

応
募
資
格
・
:
市
内
に
住
ん
で
い
る
心
身

障
害
児
者
の
皆
さ
ん
、
お
よ
び
心
身

障
害
児
者
施
設
に
入
所
し
て
い
る
皆

去、
J

ん

応
募
締
切
日
:
八
月
三
十
一
日

ω

福
祉
の
心
を

育
て
る
大
行
進

九
月
五
日
間
に
障
害
者
の
生
活
閤
を

広
め
る
こ
と
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
「
福
祉
の
心
を
育

て
る
大
行
進
」
お
よ
び
「
障
害
者
と
市

民
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
消
防
音
楽
隊
を
先
頭
に
、
障

害
者
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
午
後
一
時
三

十
分
に
上
田
駅
前
を
出
発
し
、
海
野
町

日
曜
広
場
ま
で
行
進
し
ま
す
。

行
進
終
了
後
、
日
曜
広
場
で
は
「
市

民
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
催
し
、
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
会
、
車
い
す
競
争
、
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
人
形
劇
、
わ
ら
細
工
、

粘
土
遊
び
、
障
害
者
の
作
品
即
売
会
な

ど
を
行
い
ま
す
。

特
定
疾
患
療
養
者
に

お
見
舞
金

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
3

市
で
は
、
特
定
疾
患
療
養
者
(
再
生

不
良
性
貧
血
、
ス
モ
ン
、
べ

l
チ
エ

ツ

ト
病
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
|
デ
ス
、

パ

l
キ
ン
ソ
ン
氏
病
な
ど
)
の
皆
さ
ん

に
、
お
見
舞
金
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
ご
連

給
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
と
な
る
方
〉

上
田
市
民
で
、
特
定
疾
患
医
療
を
受

け
て
い
る
方

〈
見
舞
金
の
額
〉

七
千
円
(
年
一
回
)

〈
受
付
期
限
〉

八
月
十
七
日

ωま
で

〈
連
絡
方
法
〉

便
せ
ん
な
ど
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
病
名
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

電
波
障
害
防
止
の

図
案
(
ポ
ス
タ
ー
)
を

募
集
し
ま
す

最
近
は
、
ビ
ル
な
ど
の
高
い
建
物
が

増
え
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
建
物
に

よ
っ
て
電
波
が
さ
、
え
ぎ
ら
れ
た
り
、
反

射
し
た
り
す
る
た
め
、
テ
レ
ビ
が
き
れ

い
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
無
線
局
の
免
許
を
受
け
な
い

で
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
高
出
力
の
無
線
機

を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
自
動
車
に
取
り
付

け
た
り
、
家
庭
に
設
置
し
て
使
用
す
る

人
が
増
え
て
お
り
、
多
く
の
家
庭
の
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
電
波
障
害
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
波
障
害
を
防
止
す
る

た
め
、
電
波
障
害
防
止
協
議
会
で
は
、

今
年
も
全
国
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、

電
波
障
害
の
防
止
に
関
す
る
テ
レ
ビ
放

送
用
カ
ラ
|
図
案
を
募
集
し
ま
す
。
次

の
募
集
要
領
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が
自
分

で
考
え
た
立
派
な
作
品
を
多
数
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
・
・
・
中
学
校
生
徒

作

品

:
・ビ
ル
な
ど
の
高
層
建
造
物
に

よ
っ
て
起
こ
る
テ
レ
ビ
め
電
波
障
害
、

あ
る
い
は
免
許
を
受
け
て
い
な
い
無

線
機
の
使
用
と
か
、
自
動
車
、
家
庭

用
電
気
器
具
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
電
波
障
害
を
防

止
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
テ
レ

ビ
放
送
用
カ
ラ

l
図
案
。
作
品
の
大

き
さ
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
①

用
紙
は
厚
め
の
画
用
紙
で
、
タ
テ
二

十
七
四
、
ヨ
コ
三
十
八
叩
(
日
本
工

業
規
格

B
列

4
判
)
と
し
、
図
案
は

用
紙
全
面
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
②

文
章
は
簡
潔
な
こ
と
ば
で
、
文
字
は

一
字
一
川
以
上
。
③
作
品
は
必
ず
償

長
に
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
・
・
・
①
作
口
聞
の
裏
面
に
県
名
、

学
校
名
、
学
年
、
男
女
別
、
氏
名
(
ふ

り
が
な
)
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

②
作
品
は
学
校
ご
と
に
ま
と
め
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
・:
干
3
8
0

長
野
市
城
山
N

H
K
長
野
放
送
局
内
長
野
県
電
波

障
害
防
止
協
議
会
事
務
局
(
宮
0
2

6
2
⑮
3
2
0
1
)
 

締
切
日
・
:
九
月
六
白
川
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言
語
障
害
児
を
も
っ

親
の
研
修
会

北
小
学
校
-
-
と
ば
の
教
室

宮
⑮
1
6
2
1

広報

ハ
月
三
十
日
現
在

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

酒
井
数
良
さ
ん

(中
央
六
丁
目
)

増
沢
つ
る
子
さ
ん

東
川

孝
さ
ん

西

牧

博

さ

ん

戸
常
悠
成
六
丁
目
〕
常
鎧
町

材
木
町

八
木
沢

山

田

月16日

口ゲ

七七八

五六七五
五二七四

松
尾
町

院

内

LK

円

U

4
化

禾

1

笹

井
柳

沢

五

加

七九八九七六
八三八三八六

横

町

川
辺
町

七八
五 O

石
谷
は
る
み
さ
ん

黒
沢
仁
子
さ
ん

小
笠
原
あ
い
子
さ
ん

h

中
央
北
二
丁
目
)
新

小
林
英
一
郎
さ
ん

(中
央
四
丁
目
)
上
紺
屋
町

原

孝

さ

ん

大

屋

橋

詰

国

光

さ

ん

上

塩

尻

柳
沢
袈
裟
芳
さ
ん

(
緑
が
丘
一

丁
目
)

新

屋

松
野
マ
ス
さ
ん

(
中
央
北
二

丁

目

)

新

田

吉
村
ろ
く
さ
ん

(中
央
三
丁
目
)

馬

場

町

内
必

覚
さ
ん

(
緑
が
丘
一
丁
目
)
新

回屋

そ
の
他
:
・
畳
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

遊
び
の
指
導
が
あ
る
の
で
動
き
や
す

い
服
装
を
し
て
き
で
く
だ
さ
い
。

新
鮮
な
野
菜
を

青
空
市
場
で

六
八

(中
央
北

一
丁
目
)
新

回

小
熊

尚

人

さ

ん

伊

勢

山

大

井

と

き

さ

ん

分

去

春

原

実

さ

ん

町
吉
田

前

田

好

男

さ

ん

浦

野

児
玉
計
夫
さ
ん

(中
央
六
丁
目
)

鍛

冶

町

室
賀
秀
鶴
さ
ん

中

組

柳

沢

玉

江

さ

ん

小

泉

甲

田

正

則

さ

ん

小

泉

三
浦
洋
三
さ
ん

(
緑
が
丘
一

丁

目

)

新

屋

成
沢
吉
政
さ
ん

(
中
央
二
丁
目
)
横

町

平

石

林

治

さ

ん

下

塩

尻

上
野
末
記
き
ん

へ
U
円

4
4
断
町
二

T
e
Hこ
油
世

八七八
五七五

七
八

八八
七

五
五

と
ニ
ろ
:
・上
田
市
農
協
上
回
事
業
所
前

販
売
品
・
:
野
菜
、
果
物
、
盆
花
な
ど
を

安
く
販
売
し
ま
す
。

八
二
三
五
六
四
七
五
五
一

六七八 四
五一四三

国
王
甫
一
さ
ん

伊
藤
六
三
郎
さ
ん

片
桐
英
子
さ
ん

(中
央
北

一
丁
目
)
新
田

北

沢

す

み

子

さ

ん

野

竹

杉
原
亜
矢
子
さ
ん

川
辺
町

竹

花

よ

そ

の

さ

ん

中

組

田
中
紋
次
さ
ん

(
緑
が
丘
一
丁
目
)
縁
が
丘

丸
山
キ
ク
さ
ん

(
緑
が
丘
一
丁
目
)
新
屋

中

沢

登

理

次

さ

ん

下

小

島

遠

藤

秀

幸

さ

ん

畑

町

r3S運動Jを励行しよう
交差点での交通事故防止

分
科
会
・
講
師

マ
第
六
分
科
会
|
「
脳
性
マ
ヒ
」
通
明

マ
第
一
分
科
会
|
「
発
音
の
異
常
と
口

小
学
校
教
諭
清
水
泰
子
さ
ん

蓋
州
衣
」
税
の
会
顧
問
兼
相
談
役

・

申

込

方

法

:

・
官
製
は
が
き
に
、
保
護
者
、

前

科

医

師

熊

谷

品

郎

さ

ん

住

所

、

氏

名

、

電

話

番

号

、

出

席

し

マ
第
二
分
科
会
|
「
ど
も
り
」
中
野
小

た

い

分

科

会

名

、

話

し

合

い

た

い

こ

学
校
教
諭

こ
と
は

の

教

室

担

任

と

が

ら

を

ご

記

入

の

う

え

、

一T
3
8

本

山

稔

さ

ん

6

市

内

中

央

北

三

一

五

二

マ
第
三
分
科
会
|
「
難
聴
」

山
王
小
学

北
小
学
校
こ
と
ば
の
教
室
へ

お
申
し

北
小
学

校

こ

と

ば

の

教

室

で

は

、

特

校

こ

と

ば

の

教

室

担

任

藤

沢

菊

込

み

く

だ

さ

い

。

に

言

葉

の

面

に

つ

い

て

家

庭

で

ど

の

よ

代

さ

ん

※

な

る

べ

く

教

室

を

通

し

て

、

学

校

上

田
市
農
業
青
年
会
議
で
は
、
毎
年

う
な
配
慮
を
し
て
い
け
ば
よ
い
か
な
ど

マ
第
四
分
科
会
|
「
知
恵
遅
れ
を
伴
う
ご
と
に
一
括
申
し
込
み
を
お
願
い
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
青
空
市
場
」
を
、

に

つ

い

て

、

次

の

と

お

り

研

修

会

を

開

言

葉

の

発

達

の

遅

れ

」

元

信

州

大

し

ま

す

。
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
今
年
も
次
に
よ
り
聞
き
ま
す
。
新
鮮
な

き

ま

す

。

学

助
教
授
問
中
大
十
さ
ん

も

結

構

で

す

。

申

し

込

み

を

し

な

野

菜

を

た

く
さ
ん
食
べ

て
、
こ
の
夏
を

と

き

:

・

八

月

二

十

二

日

川

午

前

十

時

マ

第

五

分

科

会

「

情

緒

障

害

を

伴

う

く

て

も

、

当

日

会

場

で

受

け

付

け

健

康

に

過

ご

し

ま

し

ょ

う
。

i
午

後

四

時

言

葉

の

発

達

の

遅

れ

」

柳

町

中

学

ま

す

。

と
き
:
・
八
月
八
白
川
午
前
十
時
か
ら

、
え
と
こ
ろ
・
:
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

校

教

諭

中
里

徹

さ

ん

申
込
締
切
日
:
・
八

月

二

十

日

幽

午

後

五

時

(

雨

天

中
止
)

、っ

上

塩

尻

六

回

中

組

五

一

(中
央
西

一
丁
目
)
下
紺
屋
町

吉

沢

幹

雄

さ

ん

西

前

山

西

沢

義

雄

さ

ん

吉

田

松
川
ミ

サ

キ

さ

ん

吉

田

佐
藤
ま
さ
子
さ
ん

(中
央
二
丁
目
)

宮
島
す
ず
き
ん

井
上
ま
ち
さ
ん

波
田
野
ツ
ル
さ
ん

宮
原
か
め
志
さ
ん

坂
口
は
な
さ
ん

柳
沢
し
づ
き
ん

(中
央
二
丁
目
)

池
田
二
良
さ
ん

大
角
時
子
さ
ん

(
由
1
忠
人
-
-
-ーj
円
口

)

ノ、
七

r 3 S運動」は、交差点周辺の交通ルールとマナーを
守ることにより、事故の防止を図ろうというものです。

c>運転者の 3S励行
よく見る(SEE)、止まる(STOP)、除行する(SLOW)

c>歩行者、自転卓の 3S励行
よく見る(SEE)、止まる(STOP)、合図する(SIGNAL)

御

所

下
之
郷

六八
四四

八五六
三 O 三七

ノ、1¥す三

，ー-J 
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